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上渚滑小だより  

   ☆☆教育目標☆☆☆ ｢めあてに向かって進んでﾁｬﾚﾝｼﾞする子｣ 

☆よく考え進んで学習する子  ☆明るく思いやりのある子  ☆ねばり強く仕事をやりぬく子  ☆体をきたえ命を大事にする子 

 
 

 
今年は丑年です。十二支の動物の中で最も動きが緩慢で歩みの遅い丑（牛）の年は、先を

急がず一歩一歩着実に物事を進めることが大切な年と言われています。また、十二支の２番

目の干支であることから、子年にまいた種が芽を出して成長する時期とされ、結果につなが

る道をこつこつと作っていく基礎を積み上げていく時期とされます。さらに丑の年は、黙々

と目の前の自分の仕事をこなすことが将来の成功につながる、と考えるとよいそうです。温

厚な性格で頭の回転が良く、面倒見も良いということですので、上渚滑小学校の子どもたち

にぴったりの年ですね。子どもたちが仲良く心穏やかに過ごし、生き生きと学ぶ成熟した年

になることを願っております。 

本年も、保護者・地域の皆様のご支援をいただきますようお願いいたします。 

 

 

 

冬休み中に行った学習サポート教室には、たくさんの子どもたちが参加しました。基礎的・

基本的な知識・技能を習得するとともに、発展的な学習にも取り組み、学力を向上させるこ

とができました。学習後には、友だちとドッジボールなどをして仲良く遊び、心地よい汗を

流していました。 

 

 

 

 ３学期は、１年間の総仕上げをして一人一人が自分の良さと可能性を見出す 

学期です。私たち教職員は、子どもたちがこの１年でどう成長したか、進級に 

向けて期待することは何かを具体的に見いだし、希望や目標を高く持って新た 

な年度に向かうようリードしていきたいと考えております。子どもたちの力を大きく伸ばし、

どのような力をどのような方法でつけていくのかということを基本にして、さらに充実した

教育活動を行っていきます。令和３年が、上渚滑小学校の子どもたちにとって最良の年にな

るよう、全教職員で努めてまいりますのでよろしくお願いいたします。 

２月 生活目標☆協力して仕事をしよう  保健目標☆風邪を予防しよう  給食目標☆よくかんで食べよう 

子どもたちが生き生きと学ぶ成熟した年に 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日(月) 全校朝会 

２日(火) 一日入学 

３日(水) 参観日 

４日(木) クラブ⑦ ＡＬＴ  

５日(金) スキー遠足  

１１日(木) 建国記念の日 

１７日(水) 学力検査（全学年）  

１８日(木) 委員会 ＡＬＴ 

１９日(金) 知能検査（２・５年） 

スキー遠足予備日 

２３日(火) 天皇誕生日 

２５日(木) ＡＬＴ 

２６日(金) 流氷シンポジウム 

（本校での単独開催） 

 

冬休み発表会（ご案内） 

 子どもたちの冬休みの作品などを発表する「冬

休み発表会」を行います。 

ご多用中とは存じますが、保護者・地域の皆様

にご参観いただきますようご案内申し上げます。 

 

日時 1 月２９日（金）１０：３０～ 

場所 上渚滑小学校 体育館 

 

スキー学習【滝上桜ケ丘スキー場】 

３学期のスタートとともに、スキー学習が始

まりました。今年度も、滝上桜ケ丘スキー場で

３回実施します。 

２２日（金）に、第１回目のスキー学習を行

いました。子どもたちは一生懸命滑り、「スキー

をするのは初めてだけど、うまく曲がれまし

た。」「一番高いところから５回も滑り降りるこ

とができました。」「去年はあまり滑ることがで

きなかったけれど、今年は上手になりました。」

などと、うれしそうに教えてくれました。 

 

 

第３学期始業式 
  

１月１８日（月）に、第３学期始業式を行

いました。 

校長から、アンパンマンの作者であるやな

せたかしさんの「人生の楽しみの中で最高の

ものは、人を喜ばせることだ。」という言葉

について話しました。 

上渚滑小でも「人を喜ばせる」姿がみられ

ます。例えば、１２月に行われたお祭り集会

では、それぞれの学年の子どもたちが、他の

学年や保育所の子どもたちを喜ばせようと、

ゲームや心を込めて作った景品などを用意

し、店を開いてお客さんをもてなしました。

児童や保育所の子どもたちの笑顔とありが

とうがあふれていました。人を思いやり、喜

ばせようとする心、笑顔で感謝する心、どち

らも磨いていきたいものです。 



 


